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ウィリアム・ウェッブ・エリス神話と『ラグビー・フットボールの起源』（1897）  

阿部生雄  

MythicizationofWilliamWebbEllisand  

“TheOriginofRugbyFootball”（1897）  

ABEIkuo  

Abstract   

Thispaperanalysesthefamousbookletentitled TheOriginqflRugb）Football，Whichwas  

PublishedbytheSub－CommitteeofOldRugbeianSocietyin1897fbrthepurposeofpublicizing  

thetruthofW・W・Ellis’slegend・Themotives，thewayofenqulryandtheresultofinvestigation  

intheRepotarepreciselyconsideredhere．Sofar，manySCholarshavepaidtheirattentionson  

thisReport什omthehistoricalandsociologlCalpolntOfviewinordertoexplicatetheprocessof  
mythicizlngW．W．E11iswhoallegedlyintroducedagreatinnovationintoRugbyfbotball・This  

PaPerreCOnSidersthethesispresentedbyEricDunnlngandKennethSheard，inwhichthelegendof  

“exploit”byW・WEllisshouldbeunderstoodonthehistoricalsettingandstruCtureSincluding  

modemization，PrOfbssionalism，COmmerCialism，andproletarianization．Althoughthethesisisnot  

deniable，yetthere－analyzlngOftheReportrnightgiveusachancetoproposeanewhypothesis  

thattheissuebetweentheOldRugbeianSocietyandMontagueShearmancouldbeaconfrontation  

betweenrugbyplayerssplitintotheOldRugbeianandtheRugbyUnion・Thispaperconcludesthat  
theReportwasunsuccessfu1totestifythelegitimacyofthe“1egend”，butsuccessfultoestablish  

theetcrnal“myth”throughitspublicationandtheirschool’snewa臨IiationtotheRugbyUnion．   

Keywords：WilliamWebbEllis，Myth，Origin，RugbyFootball，RugbySchool  

ピー校の粗野で民俗的なフットボールの残存を可  

能にしたという下部構造の決定性を主張した。本  

研究は、Slleamanのそうした批判に論駁すべく  

E11is伝説の正当性を調査し、報告しようとした  

乃eOrな加げ月〟gわ′爪）0血JJ（1897）の主張内容を  

分析する。  

11．先行研究：DunningとSheardの見解   

この報告督に注目した先行研究にEricDunning  

とKenneth SheardのBarbarians，Gentlemen and  

PJ町e和（1979）がある。その中で彼らは、報告番  

とその申で展開したEllis伝説に対して、次のよ  

うな見解を提起している。①Ellis伝説（theWebb   

l．はじめに   

ラグビー校のフットボールは、WilliamWebb  

Ellis（1816年入学）が1823年にボールを持って  

起ったことにより、大きな変化がもたらされた  

と言われる。いわゆる「ラグビー・フットボール  

」の誕生である。今日神話化されたこのWilliam  

WebbEllis伝説は、1813年から1820年にかけて  

ラグビー校に在校していたMatthewBloxamの  

校友会誌〟如eorへの投稿文から生まれたもので  

あった。しかし、1887年度に出版されたdJ地血∫  

andFbotbaJJの中で、MontagueShearman（1857－  

1930）はそうした個人的、偶然的なルールの変更  

の可能性を否定し、プレーグランドの規模がラグ  
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Ellisstory）は、「この仮想上の事件」（thesupposed  

event）が起きる3年前に学校を去ったMatthew  

Bloxamが言い出したもので、しかも50年以上  

もたってからの回想をもとにしていること。1②  

この伝説は、1890年代にラグビー・フットボー  

ルの発達に影響を与えた様々な影響によって生  

まれてきたこと。具体的には、「プロレタリア  

化」（proletarianization）というイングランド北部  

の労働者階級へのラグビーの浸透とリーグの出現  

（1897）、アマチュア対商業主義／プロフェショナ  

リズムとの村立を背景にしていること。2③Ellis  

伝説を調査するOBの小委員会の設置と報告書  

は、「基本的に、彼らが＜よそ者＞（alien）や＜劣  

等者＞（inf竜山or）と見なすような集団にまでラグ  

ビーが広がることにより、ラグビアン連が自分た  

ちのゲームに突きつけられた脅威と受け止めたこ  

とによってもたらされた」と考えられること、つ  

まり、Ellis伝説に正統性を付与することによって  

自分たちの結束を固め、＜よそ者＞の脅威に対抗  

するための手段であったということ。3④「Webb  

Ellisがそうであったと目されているような地位の  

低い個人」のたった一回の行為によってラグビー  

のゲームが根本的に変わったという鋭は社会学的  

に妥当ではないし、その変化が永続的に望ましい  

修正であったとする根拠を提示していない。4⑤  

したがって、Ellis伝説は「現在支配的な社会構造  

の原子論的イメージや出来事の構造なき連続とい  

う歴史過程の考え方を反映」した「還元論的起源神  

話」（reductionistoriginmyths）であり、より厳密  

な社会学的説明、すなわち、ラグビー・フット  

ボールの固有性が英国の近代化と工業化と関連し  

て生じたという説明が必要であること、5という  

5つの点に整理することができよう。このように  

適切に導かれた見解を論駁する事は出来ないし、  

またその必要もないだろう。しかし、Dunningと  

Sheardが「オールド・ラグビアンの報告書の詳細  

に立ち入る必要はない」8とした点については、  

彼らの提起した見解の正当性を検証するためにも  

問題がある。本研究は、たとえEllis伝説が「還元  

論的起源神話」であるにせよ、その報告書がどの  

ような調査と調査結果を踏まえてEllis伝説の正  

当性を主張しようとしたのかを明らかにする。そ  

して、Ellis「伝説」が「神話」化していく背景にも  

う一つの背景、つまりラグビー校とラグビー校以  

外のラグビーを採用する学校、もしくはラグビー・  

ユニオンとの間に、ラグビー・フットボールの統  

一をめぐる論争があったのではないか、という可  

能性を示唆することにしたい。  

3．ラグビー・フットボールの起源調査に関する  

小委員会の設置の動機と経緯   

オールド・ラグビアン・ソサイエティ（01d  

RugbeianSociety以後ORS）の小委員会（Sub－  

Committee）は、1895年7月に、ラグビー校のフッ  

トボールの起源を明らかにするために設置さ  

れ、委員として、H．W．Wilson、HerbertH．Child、  

A止h∬G．Gui11emard、H．L．Stephenが任命され  

た。その報告書、乃eOrな加げ伽gわノ杓0血J八  

月甲Orプル油4pe〃dgc′e刃げ血∫〟ゐ－Co椚椚J抽e扉■才力e  

OJd月〟g占eね〃助cね功如0血ed加血加ノβタブ、 は  

1897年にA．］．Lawrence，PrintertoRugbySchoolか  

ら出版された。全体で45頁の小冊子で、1846年  

と1847年のルールを含む7つの付録が付されて  

いる。70RSがこの報告書を出そうとした動機  

は、直接的には1887年に出版されたMontague  

ShearmanのAth／e（icsandFbotba／／での主張を論駁  

し、OBであるMatthewBloxam（1813－1820在学）  

の説を裏付けることにあったことは間違いない。  

しかしBloxamは、既に1876年10月号の肋J紺J■  

（ラグビー校の校友会雑誌）で、封α〝（ね房に掲載さ  

れたある手紙に反論する投番を出し、Ellis伝説と  

深く関連する論点に言及していた。属甲OrJによ  

れば、その時点でBloxamが主張したのは「現在ラ  

グビーで行われているラグビー・ゲームは、＜偉  

大な知られざる古代性を持つ＞というその投稿者  

の信念を変えようとして手鼻氏を出し、この間題を  

既に提起していたのであった。そのとき、彼は、  

この間題の代わりに、ボールが手で運ばれ、それ  

を保持する者がそれを持って走ってよいと合法化  

されたルールに関しては、彼の時代、即ち1813  

－1820年には知られていなかったと述べており、  

さらに、それがアーノルド博士の頃に導入された  

としている」ということであった。しかし、1880  

年12月に孝皮が寄稿したAゐ励rの記事は、その寄  

稿の数週間前に乃e7一肌e∫紙に掲載された「アソシ  

エーション・ルール」と対照して「ラグビー校フッ  

トボール・ルールとプレー」を論じた記事に対す  

る、反論ないしは補足であった。Bloxamは彼の  

記憶が60年から67年前に遡ることを断りながら、  

1813年に入学した頃には使用可能なプレーグラ   
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ンドは4エーカーしかなかったこと、「島」（island：  

BarbyRoad側の連動場の一角）が依然としてあり、  

現在「クローズ」（Close：過勤場の名前）と呼ばれ  

ているグランドが分割されていたことを確認し  

た上で、Bloxalnが生徒であった頃のフットボー  

ルのやり方を紹介し、「アソシエーション・ルー  

ル」と相違する固有のラグビー・ルールが、1823  

年にWilliamWebbEllis少年によって「偶然に」  

（withoutpremeditation）もたらされたものである、  

と主張したのであった。   

「全員がクローズに奥まると、スクールの撒  

良のプレーヤーに二人がそれぞれのチームの  

ために山人づつを選び始めた。各チーム約  

二十人位選んだ後、残されたファグ連に対し  

てやや純な組み分けがなされ、彼らの半分は  

一方のゴー ルを守るために、他の半分は同じ  

目的のために反対側のゴールに付けられた。  

特別に遊ばれなかったファグ適も自分の属す  

るゴール側でフォローアップしてよかった。  

絞らの何人かはその争いにいつでも入り込む  

用意ができており、他の者達は時折訪れる思  

いがけぬキックの機会を窺いながら、性悪探  

くハーフバックを守っていた。ゲームのルー  

ルは少なく単純であった。グランドの側面の  

タッチは線で画され、いかなる者も相手側の  

ゴールに向かって手でポールを掴んで走って  

はならなかった。それはフットボールであっ  

てハンドボールではなかった。多くのハッキ  

ングはあったが、ほとんど乱Iヨ馴こはならな  

かった。」り   

「1823年の後期、約57年前のこと、偶然では  

あったが、ラグビー校のゲームをアソシエー  

ション・ルールから他の何よりも興ならせた  

ルールの一つがもたらされた。WilliamWebb  

Ellisという名の一人の生徒が、手でボールを  

捕らえたのであった。彼は、タウン・ボーイ   

（townboy）で奨学生（fbundationer）、1816年夏  

の休暇後に学校に9歳で入学して1823年の後  

期まで在学し、澱後の後半期にフットボール  

のビッグサイド（Bigside）に属し、その間プリ  

ポスター（praepostor：級長）を務めた生従で  

あった。そのようにボールを捕らえた場合、  

当時のルールによれば、彼はポールを手放す  

ことなく、可能な限り早く、バックへ退却す  

べきであった。というのは、彼がそのボール  

をキャッチしたその地点へ、敵側の戦闘員の  

みが前進し得たのであり、彼がそのボールを  

パントするか、他の誰かがキックできるよう  

に地面に置くまでは、彼は前方へラッシュす  

る串が出来なかったからである。また、当時、  

キックによって接待されたゴールの殆どは、  

これらのプレースト・キックによってなされ  

ていたからである。しかし、そのボールがグ  

ランドに触れた瞬間から、反対側のサイドは  

突進Lてよかった。Ellisは初めてこのルール  

を無視し、後方に退くかわりに、そのボール  

を掴み、ボールを持って相手側のゴールに向  

かって前へと突進した。そのゲームの結果  

については私は知らない。また、私はこのよ  

く知られたルール逮反が厳しく追及されたの  

か、それがいつ為されたのかも知らないが、  

今日それは、正規のルールとなっている。」10   

こ う したBloxamの指摘を蹄ま えずに、  

MontagueShearmanはJ．E．Vincentと 共 著 で  

鞄0如才J．・独力加〃つ′♪r．βveビeJ〟〃rge∫（1885）を出版  

し、その2年後にBadmintonLibraryに含まれてい  

る一冊、拘〃血ノ／αJ7ddJ兢血ぶ（1887）を出版した  

のであった。後者の本の中でShearmanは次のよ  

うな点を指摘した。   

「一校だけが広大な敷地の開けた革地のプ  

レーグランドを殆どその設立時から持ってい  

たと思われる。それはラグビー校であった。  

この故に、我々が予捕したように、ラグビー  

校だけにそのオリジナルゲームの原始的形態   

（primitiveshape）が残存しているのを見出す  

ということが生じるのである。」‖   

「我々の見出し得る限り、ラグビー以外のい  

かなる学校も、プレーヤーがボールを拾い上  

げたり、それを持って起ったりすることが許  

されておらず、彼の敵がカラーリング、ハッ  

キング、チャージングやその他の好きな手段  

で彼を阻止できるような古い型のゲーム（01d   

styleorgame）を行っているところはない‥‥  

いかなる原因がラグビー校当局をして他の学  

校の管理者と異ならしめているのか理解する  

ことは困経である。しかし、ラグビーゲーム  

は元々ラグビーだけで行われていたものであ  

り、他の学校は大なり小なりキッキングゲー  

ムを修正した形式を用いていたことは大筋、  

明らかである。」12   
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凡β′占αJJを出版したのが1887年である。こうして  

みると、「ラグビー・フットボールの起源」に関す  

る論争は、ラグビー・フットボールとアソシエー  

ション・フットボールの論争ではなく、ラグビー  

・フットボールにラグビー校のオリジナル・ゲーム  

を残そうとしたORSと、ラグビー校の影響を受  

けつつも次第にラグビー・ユニオンのフットボー  

ルに未来のラグビーを託そうとしたSheamanと  

の俄烈な闘争であったと考えられるのである。そ  

うすると、この論争は、ラグビー・フットボール  

の未来を決定しようとするヘゲモニツクな抗争の  

一端であったとも理解することが可能なのであ  

る。勿論、これは仮説で、この点はより広範な研  

究によって解明すべき課題として残されなければ  

ならない。  

】∨．報告書にみるORSの反論と調査法   

ORSは、Sbemanの基本的な調査不足を批判  

した。「Shearman氏は、彼の助言の中で、Eton、  

Harrow、Winchesterの各校のフットボー）L／に対す  

る見解を、それぞれ、C．WFoley、J．H．Famar、  

J．E．Vincentの各氏に負っていると謝辞を述べてい  

る。しかしながら、彼はラグビーゲームに言及す  

るにあたって、いかなるオールド・ラグビアンに  

も同じ程度の意見を聴取したようには思われな  

い。そして、恐らく、彼が過ちを犯したのは、ま  

さにこの事実に帰せられるのである。」拍oRSは、  

Sbeamanのそうした儀礼的な問題や調査不足を  

各めた上で、主に二つの点から反論を試みた。一  

つは、「一校だけが広大な敷地の開けた草地のプ  

レーグランドを殆どその設立時から持っていた」  

というSheamanの主張に対して、創立時にはプ  

レーグランドを所有しておらず、それが整備され  

始めたのはごく最近であることを明らかにするこ  

とによって、もう一つは、元来、ラグビー校が行っ  

てきたフットボールは、アソシエーション・フッ  

トボールに近いもので、＜rumingwiththeball＞  

が1823年にWilliamWebbE11isという生徒によっ  

て新たに導入されたというBloxamの説を実証す  

ることによってであった。  

1．ラグビー校のプレーインダフイールドの調査   

ORSは、ラグビー校がその設立当初から、  

Bloxamが在学し始めた1813年頃まで、殆どプ  

レーグランドらしきものはなかったと主張した。   

「Sheaman氏は、ラグビー校が我が国の繚て   

Shemanによるラグビー校のフットボールに  

対する＜primitiveshape＞とか＜01dstyleofgame  

＞という評価は、明らかにラグビー校関係者のプ  

ライドを傷つけるものであった。ORSによって  

ラグビー・フットボールの起源を調査するための  

小委貞会が設けられた主要な動機はそこにあった  

と言って良い。   

しかし、ORSとSheamanの論争を読み解く  

上で不可欠なもう一つの点が存在する。それは  

Sheamanの微妙な立場であった。Sheamanはラ  

グビ岬校出身以外のラグビーの名選手であったか  

らである。彼は、MerchantTbylors’校の出身で、  

在学中の1874h1875年に主席（headmonitor）とな  

りラグビー・フットボールのキャプテンを務め、  

オックスフォードのSt．John－sCollegeに進学して  

大学のラグビー・フットボールⅩⅤとして活躍し、  

さらにイングランド南部の代表としてもプレーを  

続けた名選手であった。また、彼の競技歴は、フッ  

トボールに留まらず、陸上競技でも傑出しており、  

1915年には、彼はAmateurAthleticAssociationの  

会長となった人物であった。1ユニうした傑出した  

人物にORSの小委員会の人々が少々ジェラシー  

を抱いた、というのではない。両者の鋭い対立  

を理解するうえで、1930年に同じくORSによっ  

て出版されたFoo血J用ecoJ壷好一肋gわ′∫c如oJで言  

及される、次のようなラグビー校のフットボー  

ル発展に関する時期区分・が有効となる。1）1823  

，1850：WilliamWebbEllisの軽率な行為が次第に  

適用され、ルールに組み込まれてゆく学校内の発  

展の時期、2）1850－1875：ラグビーフットボー  

ルが学校外で評価され始め、ラグビー・フット  

ボール・ユニオンが結成された時期、3）1875－  

1900：学校がそのゲームの古き特徴を捨て、ラグ  

ビー・ユニオン・ルー ルを探周した時期、4）1900  

－1929：ユニオン・ルールの下での発達の時期、  

というものである。実際、ラグビー校がユニオン  

・ルールを採用し、ユニオンに加盟したのは1900  

年10月のことなのである。MatthewBloxamがラ  

グビー校の校一友会誌にラグビー校のフットボー  

ルの歴史を最初に投稿したのは1876年、William  

WebbEllisによる＜runningwiththeba11＞説を同  

誌に打ち出Lたのが1880年、MontagueShearman  

が凡）0血JJ．・血肋わワカrダ加Ce〃血rね∫を出版し  

たのが1885年、より影響力を持ったと考えられ  

るBadmintonLibraryの一巻であるAthletics  
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の学校の中で唯一、この目的のための十分に  

豊かで広い施設を常に保持、享受してきたこ  

とから、この＜原始的なゲーム＞（primitive   

game）を保持し得たのである、と考えようと  

していることが明らかである。しかし、この  

独創的な理論も、諸事実によって確証された  

事例には何の役にも立たない。ラグビー校が  

＜ほとんど設立の当初から＞大きなプレーグ  

ランドを所持していた串はなく、設立から澱  

初の二世紀の間、学校は正式なプレーグラン  

ドを全く持っていなかったのである。よく知  

られているように、元々の建物は町の中心  

部、教区教会の北側にあったのであり、1567  

－1749にかけて、学校はこの限られた場所に  

僻まっていたのである。」15   

0RSほ、Knail博士の校旗時代（1744－1755）  

に生征であった人物が1809年にGe〝〟α〃α〃お  

堀相加血に投稿した手紙の中で、「私は旧校舎に  

付属するいかなるプレーグランドも思い起こすこ  

とはできないL。しかし、教会の麿（churchyard）の  

向こう側に、†馴こ生徒達によって用いられた一つ  

のグランドがあった」柏と尊いているのを紹介し  

ているが、そこでは「ビー玉や独楽回しや、時折  

のホッケーのゲームができるのがやっとの広さし  

かなく、また、それは学校に付偶したものではな  

かった」17としている（〕また、Ackenllannの乃ピ  

〃由叫yq／●鵡Jg毎励ん別ノ／（1816）を娘拠にして幾つ  

かの反証を挙げている－。例えば、1748年頃、「校  

舎があまりにも狭い秘所にあり、ここで勉強する  

生徒のレクリエーションのためのグランドや隣接  

する捌い込み地を持たず、結果として、教師や生  

徒にとって多くの不都合さが生じている」川とい  

うラグビー校の羽状が指摘づれていること、「今  

年（1816）になって理事会はこれらの囲い込み地  

（closes）の間にある柵壁を撤去し、柵を埋め立て、  

地面を均すことを命じた。こうして8エーカーの  

区域がいまや若者たちの様々な娯楽（amusel11elltS）  

に専ら利用されることになった」川という指摘を  

反証としてあげている。しかし、ORSのプレー  

グランドの「広さ」に関するSheamanへの批判は、  

「1749年－1864年の問にクローズが継続的に拡張  

されたことを示す地図を見よ」として添付した地  

図によって、敢も雄弁になされ得たのであった。  

（図1，2，3を参照）   

このように、解1の点はラグビー校のプレーグ  

ランドとなるCloseが継続的に拡張されたことを  

示す具体的な地図を提示することによって、彼ら  

はShearmanの「各校において、ゲームのルールは  

プレーグランドの収容能力によって定まった。そ  

して、その性格において無限の多様性があったこ  

とから、そのゲームも多様なものになった」ヱ0と  

いう憶測に基づいて導き出した主張を退けること  

に成功したと言えよう。  

2．「RtlIlI血gwiththeball」の調査   

小委員会は、Sheamannの「我々の見出し得る  

限り、ラグビー以外のいかなる学校も、プレー  

ヤーがボールを拾い上げたり、それを持って走っ  

たりすることが許されていたり、彼の敵がカラー  

リング、ハッキング、チャージングやその他の好  

きな手段で彼を阻止できるような古い型のゲー  

ムを行っている所はない」という幾分か侮辱的な  

主張に対する壊滅的な反論を試みる必要があっ  

た。しかし、「runningwiththeball」が新しいイノ  

ヴェーションであるということの確証は困難を極  

めた。E11isの事件以来、既に70余年を経ており、  

生き証人が少ないことが大きな理由であった。実  

際、ORSは、このイノヴェーションに関する限り、  

Bloxamの番いたAゐ加rへの投稿記餌の内容を繰  

り返しなぞることしかできなかった。She孔rman  

に有効に反論するためには、過非とも新たな事実  

を独自に棟嚢する以外に方法はなかった。先ず、  

澱も有力なインフォーマントと考えられた乃椚  

βJ…〝お助力00／β叩（1857）の著者であるThomas  

Hughesに情報を求めた。  

1835年3月14日付で、ThomasHughesから回答  

が寄せられた。彼はタカ00招占〝／／肌猫～αと題された  

1839年頃の生従の番いた詩をもとにして、その  

頃に＜ランニング・イン＞（rullningin）が一般化し  

つつあったとし、「私が学校に入った1834年には、  

ゴール内でタッチ・ダウンすることによってトラ  

イを得るためにボールを持って走ることは絶対的  

に禁止されてはいなかった。当時のラグビー校の  

陪審員であれば、もし生徒が＜ランニング・イン  

＞で殺されたとしたら、＜正当な殺人＞Oustifiable  

homicide）であると評決していたことであろう。  

こうした行為はよく行われるようになり、ますま  

す容認され、まさに1838岬1839のJemMackieの  

偉大なくランナー・イン＞（runnerin）の武湧から  

むしろ一般的なものになってきたのであった」と  

指摘した。また、「1841－1842に私がビッグ ・サ   
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図3．1897年のラグビー校の運動場  

ORS：ThcOriginofRugbyFootball．A．J．Lawrence．   
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校を去ったH．H．Gibbs（Aldenham卿）を紹介でき  

ること、を伝えたのであった。／ト委員会は、こう  

したHughesの指摘に基づいて、またそれを皮切  

りにして、次々と手鰍こよる情報の収集を開始し  

たのであった。  

3）回答者とWWmlisとの関係   

小委員会の報告書『TheOriginofRugbyFootball』  

に回答を寄せた正確な手紙の数は報告書に明記  

されていないが、引用された手紙の数は全部で  

18通、回答者の数は15人であった。そのうち、  

WilliamWebt）Ellisの在学期間（1816－25）と重な  

るのは、回答者ではないがMatthewH．Bloxam  

（1813－1820）とT．Ha汀is（1819－1928）の僅か二  

人しかいない。1823年後期にEllisがボールを運  

ぶという事件が実際に発生したとすると、それ  

を目撃した可能性のあるのは、T．Ha汀isのみとな  

る。因みに、回答者の入学年度毎の数をあげると、  

1819年（1人）、1828（1人）、1829年（1人）、1830  

年（5人）、i83ユ年（2人）、Ⅰ832年（1人）、1833年（2  

人）、1834年（1人）、入学年度不明だが1838年頃  

在学していた者（1人）であった。（表1参照）当  

然の事ながら、回答者の総てはEllisのイノヴェー  

ションについて言及することはなかった。こうし  

たことから、本来、E11isの起こした事件に関する  

情報を収集しようとした当初の目的は頓挫した。  

従って、報告書は「mnningwi血theball」の慣習が  

あったのか、なかったのか、或いは合法であった  

のか違法であったのかに焦点を絞ることになっ  

た。Ha汀isは具体的なEllis像を操倹しようとした  

が、それも不可能であった。「WWebbEllis氏と  

イド（BigSide：学校のゲームの統括機関）のキャ  

プテンであったころ、一時、われわれが解決した  

（と信じていたのだが）ものには未だ議論の余地の  

ある問題が残っていた。＜ランニング・イン＞は  

次のような制限の下で合法であった。①バウンド  

中にボールは捕らえられなければならない、（卦  

キャッチャーはオフ・サイドではないこと、③＜  

ハンディング・オン＞（handingon）は禁じられた  

が、キャッチャーはボールを運び、自らタッチ  

ダウンしなければならない、という三点であっ  

た。」21Hu由esはこうした貴重な情報を提供しつ  

つ、50年代と60年代のフットボールが「最良の形  

式」22であったこと、「Matt．Bloxamが、彼の時代  

に、＜ランニング・イン＞は知られていなかっ  

た、と主張するのは正しかった」23と考えている  

こと、そして「＜WebbE11isの伝説＞が私の時代  

まで生き残っていなかった」ということを伝えた  

のであった。   

ORSは、再度、Hughesに手紙を出し、①  

Hughesの言及したルールは成文化されているの  

か、②ギリシア吉膏の詩、Pゐ00J∂α〃∽瓜～αとは何な  

のか、③BloxamとHughesの時代の間に生存する  

OBがいるかどうかを問い合わせた。ORSの委貞  

Wilsonに対して、Hughesは、①ビッグサイド・レ  

ヴイーでの決定は、当時、文書に残さなかったこ  

と、②ギリシア語辞タカ0〃蕗d／血∬おは、恐らくA．P．  

Stanleyの時代のFranklinLushingtonの作になるも  

ので、1838年か1839年のSixthMatch（6年級のフッ  

トボール試合）を英雄詩的に書き上げた戯文（skit）  

であること、③生存するOBとして、1837年に学  

表1． 回答者と在学年度  

回答者（入学・在学年次）  入学・在学年   手紙の宛先  差し出し年月日   

A  A：M．H．Bloxam  1813－1820   Meteor（1878．1880）への投稿記事  

B  BこTH喝hes  1834－1842   ①D8ar  Sir．①D幽rMr．Wils8∩   ①1895年3月14日、◎さ月18日   

C  C：H．H，Gibbs  1832・1836   D8arSi  r，   1895年3月玉里日   

D  D  J．R．Lyon   1830年8月入学   MydearGibbs．  1895年3月24日   

E  E  ELu＄hington   ；； ≡‘   ①DearMr．Wi【son，①D8arSir．  ①18g5年3月24日、②18g6年2月25日   

F  F  J・≠Cun両ngham   1833年5月入学   DearSir, 1895年5月8日   

G  G：G，C．B8nn  18aO年8月入学   DearSir, 1895年5月1（∋日   

H  H：A．」．Arbuthnot  1833入学   D◎a「  1897年2月1日   

！：H即叩Hom8「  1828年8月入学   Mr．M  SDavIs，   1895年5月11日   

J  J  THarris   1819・1828   ①My  arHom餌⑧DQarSir、   ①1895年5月13日、②5月25日   

K    H．G．Allen   1829年7月入学   D88「Mr．＄t8Phen  1895年11月11日   

L  L  J．C．Fow－er   1830年9月入学   My dsar Allen 18g5年11月12日   

M    R．W．RB汗Ch   1831年12月入学RBirchの息子   DearSir, 1895年8月6日   

N  N  S．Garra仇   1931年9月入学   DearSir, 1895年5月2日   

0    H．R．N¢Vill   1830－40   Myd8arWilson，  1897年5月4日   

P  P  巳H．Deane   1830・89   DearSlr．  1897年之月7日   

（筑波大学 阿部生碓 作表）   
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4）「Runningwiththeba11」の登場   

報告書に寄せられた手紙の中身を集計したも  

のが表2である。「rumingwiththeball」の事項に  

関しては、回答者の総てが言及している。しか  

し、その内それが認められていなかったとしたの  

は、Ellis伝説を最初に捷喝したBloxamを除けば、  

彼の行いに関しては、貴殿は、私が彼の数年年下  

であったこと、また彼のプレーのやり方を観察す  

る理由も機会もなかったということを理解しても  

らいたいと思います。しかしながら、当時の優れ  

たプレーヤーによって、それは一般的にアンフェ  

アーとみなされていたことは確かです。」24  

表2．『ラグビーフットボールの起源』（1897）の調査結果  

回答者（入学・在学年）  A  B  C  D  E  F  G  H    J  K  L  M  N  0  P  0   
回答年月日   80，  95．  95．  95．  95．  9S．  95．  97．  95．  95．  95．  95．  95．  95．  97．  97．  96．  

22／12  14／3  22／3  24／3  24／3  08／5  18／5  01／2  11／5  13／5  11／11  12／11  06／6  23／5  0‘l／5  17／2  25／2   

1）pkki咽〕P   X  ○  ○  X  〉く  ○  ×  ×  

2）runningwith廿旧b已‖  ×  （〕  ○  ○  0  〔〕  0  （⊃  ○  ）く  （⊃  ○  0  ○  CI  （⊃  0   

3）mnnjngin   ×  ○  ○  ○  0  △  △  〔）   

4）catch（1）   （⊃  ○  C〉  △  0  △  ○  0  ⊂）  

5）Gatich（2）  △  △  ○  （〕  △  ？  ○  

6）f8i「catch   △  △  ○  〔）  

7）punt   Cl  0  0  

8）dropkjck  ○  0  （⊃  ○  △  （〕  0  

9佃ac8k撤   （〕  ⊂）  ⊂）  

10）0行sid8   X  ×  ×  ×  

11）hackJng   （⊃  （⊃  0  △  △  ∠ゝ  ○  △   

12）co舶rin【】  ○  〉（  △  △   

13）goa】（PO岬   く⊃  （⊃  ○  0  

14）goa】（li柑）  0  ○  C〉  0   

15）touGh（down）  Cl  0  

18）touch（Sld81i帽）  （⊃  
C）  
（kick）   

1ア）choosi咽Play即5  ロ  0  

18）numbe「0†p暮ay即S  20＋8  15・－20  

1叩Ormation   ⊂I  C）  ⊂）  

20）maleh   SC「atCh  SChool  

21）cロStUmO   nonsp8Cifie  

22）handingon  X  ？  

23）kno¢kon  ○  

24）maul  ○  

25）blgsid8   （つ  ○  0  

28）try  ○  0  （〕  0  

2ア）post  CI  

28）s廿ok¢  0  △  Cl  

29）kicki咽distanc8  ⊂）  

30）mte「C即t  0  

31）bar  ○  

32）scrum打Iage  C〉  

3a）m且rk  0  

34）knock  0  

35）tad血  0  

×：事項が音及されていてルール上禁止されているもの。  
0：事項が音及されていてルール上摺められているもの。  
△：事項にはっきりと妃概していないがルール上存在していたと考えられるもの。  
▲：事項にはっきりと音及していないがルール上遺反とされていたと考えられるもの。  
？：回答に不明と紀載されているもの。  
空欄は音及していない事項。  

（筑波大学 阿部生雄作黄）   



ウイリアム・ウェッブ・エリス神話と『ラグビー・フットボールの起瓶』（1897）  21  

Ellisと同じ頃学校に在籍していたHa汀isのみであ  

る。Ellisがボールを持って走ったのが1823年、  

彼がラグビー校を去ったのが1825年であった。  

Hardsが卒業したのが1828年である。その後にラ  

グビー校に入学して報告書に情報を提供した人物  

の中で、E11isやHa汀isの在学期間に近い人物の入  

学年度は、HenryHomerの1828年8月入学とH．G．  

Allenの1829年7月入学であろう。Homerは「私の  

記憶する限りでは、もしボールを保持し得たな  

ら、そのボールは運んでよかったのです」25とし、  

Allenも「1830年～1833年の間、私はかなりコン  

スタントにこのゲームをしていました。しかし、  

ボールを運ぶことは、それが時折行われることで  

あったということは思い出すのですが、この点に  

関するルールがあったかどうかを思い出すこと  

はできません」ヱdと述べ、この数年の間に、ボー  

ルを持って走ることが、時折趣こり得る慣習に  

なっていたことを証言している。しかし、Homer  

とAllen以後、「runningwiththeball」は走者したよ  

うに思われる。1830年に入学したJ．R．吋Onは「可  

能ならばボールを拾い上げ、それを持って敵の  

ラインを通過することが許されていた」27とし、  

GeorgeC．Bennも「私はボールを持って走ること  

を認めないルールというものを記憶していませ  

ん」2持としている。   

一方、地面からボールを拾い上げる「picking  

up」に関しては、認められていなかったとする証  

言が1830年頃までの入学生に支配的である。例  

えば、1830年入学のGeorgeC．Bennは「グランド  

からボールを拾い上げることは、全くの間違いと  

考えられており、許されていませんでした」29と  

指摘し、またH．R．Nevillも「いかなる場合も、ま  

たどのような状況にあってもグランドからボー  

ルを取り、走ることはフェアーではなかった」ユ0  

としている。しかし、同じく1830年に入学した  

吋Onによれば、既に指摘したように「可能ならば  

ボールを拾い上げ、それを持って敵のラインを通  

過することが許されていた」という。こうした同  

時期の在校生における記憶の相違は、この頃に  

「pickingup」も慣習化する方向にあったことを示  

唆している。   

こうした調査の結果、ORSは大筋、次のよう  

な結論に到達したと考えられる。  

（1）1820年にラグビー校で流行していたフット   

ボールの形式は、今日ラグビー・フットボー   

ルとして知られているものよりも、アソシ   

エーションにおおよそ近いものであった。  

（2）1820～1830年の間のある日にボールを持っ   

て走るというイノヴェーションがもたらされ  

た。  

（3）このことは1823年の後半にWWebbEllis氏に   

よってなされたといわれる。あくまでも可能   

性であるが、彼はBloxam氏によってそのこ   

とを発明したと信じられており、彼の行為は   

「unfairpractices」と当時一般的に呼ばれていた。  

（4）この刷新は、しばらくの間その合法性を疑わ   

れていたが、徐々にゲームの一部となり始め   

たのであり、1830年から1840年の間に慣習的   

な地位を獲得し、1841年～1842年のビッグ   

サイド・レヴイー（Big－SideLevee）でようや  

く初めて合法化され、最終的に1846年のルー  

ルによって規則化された。  

1900年、こうした調査結果を得て、スクー  

ル・ハウス前の壁にWilliamWebbEllisの「偉業」  

（exploit）を請える石板が取り付けられた。Ellisの  

「偉業」は伝説となり、そしてラグビー校のRugby  

Unionへの加盟に伴って、「神話」となった。  

V結論   

プレーグランドの調査を別にすれば、ORSの  

小委員会の調査は不十分なものであった。何より  

も、WilliamWebbEllisに関する証言は全く得られ  

なかったし、MatthewBloxamがMbteorに投稿し  

て主張したEllisのイノヴェーションに対する確  

証を得られぬまま、それを追認することになっ  

た。「Runningwiththeball」や「pickingup」に関Lて  

も、必ずしもそれらの「新たな」出現の時期を確定  

することができなかった。それでも彼らはボール  

を「ピック・アップ」し、「ボールを持って走り」、  

「ゴールに飛び込んだ」というEllisという人物を、  

ラグビー校のフットボールの本質を偶然に築き上  

げた伝説的な人物とする必要があった。その背景  

には、学校間の職烈な対抗意識が存在していた。  

MontagueShearmanがEton、Harrow、Winchester、  

Charterhouse等のパブリックスクールを調査した  

のに対して、ラグビー校を無視したという反感  

が、ラグビー校関係者、とりわけORSの会員に  

存在した。その反感は、ラグビー校のフットボー  

ルを「古い型のゲーム」とか「原始的ゲーム」とい  

う表現によって増幅した。小委員会の調査は不   
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更にRugbyUnionのルールの推進者として、ラグ  

ビー校のフットボールの「伝統」と戦わなければな  

らなかった。ラグビー校がそのゲームの古き特徴  

を捨て、ラグビー■ユニオン・ルールを採用した時  

期とされる1875－1900年の間に生じたこの論争  

は、1900年にラグビー校が正式にラグビー・ユニ  

オン・ルールを採用したことから、ORSの目論  

見の挫折と見ることができよう。しかし、その挫  

折の見返りとして、ORSの報告書は、Ellis伝説の  

確証を提示しないまま、そのEllis「伝説」を不可  

侵の「神話」に仕立て上げ、ラグビー校こそがラグ  

ビー・フットボールの発祥地であるという認識を  

Ru帥yUnionに持ち込み、君臨することを可能に  

した、と考えることも出来よう。  
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